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排水管の状況把握と改善による生活環境の保全により、周辺住民の不安解消と、適切な維持管理を
図っていくことが出来る。
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既設排水管の状況を的確に把握することにより、効果的・経済的なマンホールの設置を行う。

評価項目 ポイント

生活環境の保全による周辺住民の不安解消と、適切な維持管理を図っていくことが出来る。

評価項目についてのコメント
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周辺住民の生活環境を保全していくためには排水管の漏水の有無を確認すると共に、今後の維持管理のためのマンホールの設置が必要である。必要性
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大山田支所産業建設課
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107

生活排水処理施設整備の促進
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甲野地内虹ヶ丘住宅団地の汚水排水管は、（旧）大山田村が誘致した工場排水も接続され、供用
後21年を経過するが、今般、一部区間で排水管の破損が発見され、地域住民から漏水による生
活環境への影響が懸念されている。しかし、現状は維持管理のための点検施設（マンホール）が
なく、埋設管の調査すら実施出来ない状況にあり、苦情と改善要望が出されている。
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調査、改修工事延長 環境保全のための実施延長
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事業の成果を測る指標 指標設定の考え方

事業名 下水路等維持管理経費

基本施策 22 全市的に生活排水処理施設を整備する

施　策

民間委託等指定管理直営
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